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学部系統別編（国際系）
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1（書類等の題名） 

 

学習院大学 国際文化交流学部「設置の趣旨等を記載した書類」添付資料 

【資料 9】29及び 30 ページ  

 

2（出典） 

 

株式会社進研アド  

 

3（引用範囲） 

 

「 「学習院女子大学 卒業生アンケート報告書」令和５年度」（株式会社進研アド） 

（16ページ・20ページ） 

・ 【卒業生の声】リベラルアーツ教育の社会における活用シーン 

・身についた力 

 

4（その他の説明） 

 

特になし。 
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Ａ－１表：日本文化学科履修方法一覧

科目
数

単位
数

科目
数

単位
数

科目
数

単位
数

3 6

8 16

民俗・歴史系科目群

文学・芸術・思想系科目群

現代社会系科目群

1 2

4 8

1 8

7 14

2 4

1 2

3 6

2 4

2 4

1 2

共
通
科
目

専
門
他

そ
の
他

＊1　Ａ－２表に従って履修すること。
＊2　日本語・日本文学コースの学生は比較文化論Ⅱ（文学）を必修とする。

その他、他大学・他学部等の授業科目等を一定の範囲内で認定

総計134単位以上

専門科目として必要な66単位を超える日本文化学科の専門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目

多文化学際科目群

自
由
選
択
科
目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群
生活文化演習科目群
社会演習科目群
日本語教員養成講座専門科目群
データサイエンス教育プログラム専門科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な36単位を超える共通科目

36 36

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

日本文化専門演習科目群

卒業研究・卒業論文

共通基礎科目群

人間・環境系科目群

共
通
科
目

外国語科目１群

18

情報技術科目群

日本語表現法科目群

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群

66

日本文化基礎科目群

26

19 44

基
礎
科

目
群

日本文化基礎演習科目群
11 22

指定された他学科専門科目＊1

比較文化研究科目群＊2

発
展
科
目
群

日本文化専門科目群＊1
13

総単
位数

区分 科目群名

必修 必修選択 合計
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Ａ－２表：日本文化学科履修方法付表

科目数 単位数

民俗・歴史コース

ア～ウから13科目以上履修し計26単位以上を修得すること。
　ア　民俗・歴史系科目群の全科目
　イ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　ウ　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　　文化人類学Ⅰ・Ⅱ
　　　　比較道具論
　　　　比較居住文化論

日本語・日本文学コース

エから3科目以上履修し計6単位以上修得すること。
オから10科目以上履修し計20単位以上修得すること。
　エ　文学・芸術・思想系科目群および指定された
　　　他学科専門科目のうち次の科目
　　　　日本語学Ⅲ、言語学Ⅰ・Ⅱ、社会言語学Ⅰ・Ⅱ
　オ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　日本文学論Ⅰ～Ⅴ、日本文学研究Ⅰ～Ⅴ、中国文学論Ⅰ・Ⅱ

芸術文化・アートマネジメン
トコース

カ～ケから13科目以上履修し計26単位以上修得すること。
　カ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
　　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ
　キ　民俗・歴史系科目群のうち次の科目
　　　　歴史資料論Ⅰ～Ⅳ
　ク　現代社会系科目群のうち次の科目
　　　　現代文化論Ⅰ～Ⅶ
　　　　メディア論
　ケ　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　　マーケティング
　　　　経営学Ⅰ・Ⅱ
　　　　比較音楽論Ⅰ・Ⅱ
　　　　文化遺産学
　　　　日本文化発信英語Ⅰ・Ⅱ

現代文化コース

コ～スから13科目以上履修し計26単位以上修得すること。
　コ　現代社会系科目群の全科目
　サ　文学・芸術・思想系科目群のうち次の科目
　　　　形象文化論Ⅰ～Ⅵ
　　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ
　シ　民俗・歴史系科目群のうち次の科目
　　　　民俗文化論Ⅲ・Ⅳ
　　　　日本生活文化論Ⅳ
　ス　指定された他学科専門科目のうち次の科目
　　　　メディアコミュニケーション論Ⅰ～Ⅲ

選択コース 日本文化専門科目・指定された他学科専門科目（必修選択）
合計

13 26

－ 設置等の趣旨（資料） － 35 －



Ｂ－１表：国際コミュニケーション学科履修方法一覧（括弧内はジェネラルコース）

科目
数

単位
数

科目
数

単位
数

科目
数

単位
数

国際コミュニケーション基礎演習科目群 4 8

国際関係基礎科目群
地域文化系基礎科目群
英語圏文化基礎科目群

8 16

英語演習基礎科目群 2 4

国際関係専門科目群＊
地域文化系専門科目群＊
英語圏文化専門科目群＊

指定された他学科専門科目＊

外国語演習専門科目群
2

(4)
4

(8)

国際コミュニケーション専門演習科目群
4

(0)
8

(0)

卒業研究・卒業論文
1

(0)
8

(0)

7 14

2 4

1 2

3 6

2 4

2 4

1 2

共
通
科
目

専
門
他

そ
の
他

＊　Ｂ－２表に従って履修すること。

総単
位数

区分 科目群名

必修 必修選択 合計

72

発
展
科
目
群

12
(18)

24
(36)

19
(22)

44

基
礎
科
目
群

14 28

36 36

情報技術科目群

日本語表現法科目群

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群

人間・環境系科目群

多文化学際科目群

共
通
科
目

外国語科目１群

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

18

総計134単位以上

専門科目として必要な72単位を超える国際コミュニケーション学科の専
門科目
日本文化学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目

その他、他大学・他学部等の授業科目等を一定の範囲内で認定

自
由
選
択
科
目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群
生活文化演習科目群
社会演習科目群
日本語教員養成講座専門科目群
データサイエンス教育プログラム専門科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な36単位を超える共通科目

資料12

－ 設置等の趣旨（資料） － 36 －



Ｂ－２表：国際コミュニケーション学科履修方法付表

科目数 単位数

国際関係コース

アから8科目以上履修し計16単位以上修得すること。
イ・ウから4科目以上履修し計8単位以上修得すること。
　ア　国際関係専門科目群の全科目
　イ　地域文化系専門科目群の全科目
　ウ　英語圏文化専門科目群のうち次の科目
　　　　アメリカ文化論Ⅰ・Ⅱ
　　　　イギリス文化論Ⅰ・Ⅱ
　　　　オセアニア文化論

地域文化コース

エ・オから8科目以上履修し計16単位以上修得すること。
カ・キから4科目以上履修し計8単位以上修得すること。
　エ　地域文化系専門科目群の全科目
　オ　英語圏文化専門科目群の全科目
　力　国際関係専門科目群の全科目
　キ　次の他学科専門科目
　　　　日本文化政策論Ⅰ・Ⅱ
　　　　比較文化論Ⅰ～Ⅶ・Ⅹ

英語圏文化コース

クから①～③の要件をすべて満たして6科目以上履修し計12単位以上修得する
こと。
ケから6科目以上履修し計12単位以上修得すること。
　ク　英語園文化専門科目群のうち次の科目
　　　　①英語学Ⅲ・Ⅳ、日本文化発信英語Ⅰ・Ⅱから2科目以上
　　　　　履修し計4単位以上修得すること
　　　　②アメリカ文化論Ⅰ・Ⅱ、イギリス文化論Ⅰ・Ⅱから2科目以上
　　　　　履修し計4単位以上修得すること
　　　　③アメリカ文学論、アメリカ文学研究、イギリス文学論、
　　　　　イギリス文学研究から2科目以上履修し計4単位以上修得すること
　ケ　英語園文化専門科目群のうちクとして単位修得していない科目

ジェネラルコー ス

サ～セから18科目以上履修し計36単位以上修得すること。
　サ　国際関係専門科目群の全科目
　シ　地域文化系専門科目群の全科目
　ス　英語圏文化専門科目群の全科目
　セ　次の他学科専門科目
　　　　英語コミュニケーション特殊演習Ⅶ
　　　　英語コミュニケーション特殊演習Ⅷ
　　　　Newspaper English Ａ・Ｂ
　　　　日本文化政策論Ⅰ・Ⅱ
　　　　比較文化論Ⅰ～Ⅶ、Ⅹ

18 36

選択コース
国際関係専門科目群・地域文化系専門科目群・英語圏文化専門科目群・指定された
他学科専門科目（必修選択）

合計

12 24

－ 設置等の趣旨（資料） － 37 －



Ｃ－１表：英語コミュニケーション学科履修方法一覧

科目
数

単位
数

科目
数

単位
数

科目
数

単位
数

英語コミュニケーション基礎演習 3 6

Cultural Exchange 1 2

海外研修 1 16

10 20 1 2

4 8

4 8

4 8

特殊演習 2 4

英語コミュニケーション専門演習科目群 英語コミュニケーション演習 4 8

1 8

英語コミュニケーション専門演習科目群 特殊演習

共
通
科
目

6 12

7 14

2 4

1 2

3 6

3 6

2 4

1 2

共
通
科
目

専
門
他

そ
の
他

①専門演習選択者　②R.C.C.選択者

専
門
科
目

必修選択 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

区分 科目群名

必修

共
通
科
目

外国語科目１群

19 38

情報技術科目群

日本語表現法科目群

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群

人間・環境系科目群

自
由
選
択
科
目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群
生活文化演習科目群
社会演習科目群
日本語教員養成講座専門科目群
データサイエンス教育プログラム専門科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な38単位を超える共通科目

総計134単位以上

②

①

英語コミュニケーション英語演習専門科目群

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群
共通基礎科目群
人間・環境系科目群
多文化学際科目群

卒業研究・卒業論文

2 4

①35
②38

専門科目として必要な90単位を超える英語コミュニケーション学科の専門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目
日本文化学科の専門科目

その他、他大学・他学部等の授業科目等を一定の範囲内で認定

多文化学際科目群

90

英語コミュニケーション基礎演習科目群

英語コミュニケーション英語演習専門科目群

国際コミュニケーション学科・国際関係専門科目群
国際コミュニケーション学科・地域文化系専門科目群
国際コミュニケーション学科・英語圏文化専門科目群

国際コミュニケーション学科・国際関係基礎科目群
国際コミュニケーション学科・地域文化系基礎科目群
国際コミュニケーション学科・英語圏文化基礎科目群

英語コミュニケーション英語演習基礎科目群

英語コミュニケーション専門演習科目群

資料13

－ 設置等の趣旨（資料） － 38 －



【日本文化学科 民俗・歴史コース履修計画モデル】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16 ８科目（16）

日本文化専
門科目群

民俗・歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

13科目（26）

以下の科目から13科目以上履修し26単位以上修得すること。
２年次・３年次の各学期で、３科目もしくは４科目程度履修することが望ましい。

・民俗・歴史系科目群
全科目

・文学・芸術・思想系科目群
形象文化論Ⅰ～Ⅵ　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ

・指定された他学科専門科目
文化人類学Ⅰ・Ⅱ　　　比較道具論　　　比較居住文化論

文学・芸術・
思想系科目
群
現代社会系
科目群
指定された
他学科専門
科目

比較文化研究科目群 3・4 １ ２ 比較文化論Ⅳ（２） 比較文化論Ⅴ（２）

日本文化専
門演習科目

群

日本文化専
門演習 3・4 ４ ８ 日本文化演習Ⅰ

（２）
日本文化演習Ⅱ

（２）
日本文化演習Ⅲ

（２）
日本文化演習Ⅳ

（２）
卒業論文・
卒業研究 4 １ ８ 卒業論文・卒業

研究（８）

共
通
科
目

外国語科目1群 1・2 ７ 14

BASIC 
LISTENING
（2）

NEWS 
LISTENING
（2）

SPEAKING 
PRACTICE
（2）

SPEAKING 
SKILLS
（2）

18 36

BASIC 
READING
（２）

READING & 
WRITING
（２）

INTENSIVE READING ＆ WRITING（２）

情報技術科目群 1・2・3・4 ２ ４ 情報リテラシー
（２）

表計算ツールと
データ分析（２）

日本語表現法科目群 1・2・3・4 １ ２ 日本語表現法１科目（２）

特別総合科目群
1・2・3・4 ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

多文化学際科目群 1・2・3・4 １ ２ １科目（２）

自
由
選
択
科
目

32単位以上

32
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12

資料14

－ 設置等の趣旨（資料） － 39 －



【日本文化学科　日本語・日本文学コース履修計画モデル】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16
日本語学Ⅰ（２）日本語学Ⅱ（２）日本文学史Ⅰ（２）日本文学史Ⅱ（２）

伝統文化論Ⅳ（書）（２）

日本文化専
門科目群

民俗･歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

民俗文化論Ⅰ（２）民俗文化論Ⅱ（２）

比較民俗文化論Ⅰ（２）

文学・芸術
･思想系科
目群

言語学Ⅰ（２） 言語学Ⅱ（２） 日本文学論Ⅰ（２）日本文学研究Ⅰ（２） 日本文学論Ⅳ（２） 日本文学研究Ⅲ（２）

社会言語学Ⅰ（２）社会言語学Ⅱ（２）日本文学論Ⅱ（２）日本文学研究Ⅱ（２） 日本文学論Ⅴ（２） 日本文学研究Ⅳ（２）

中国文学論Ⅰ（２）日本文学論Ⅲ（２）中国文学論Ⅱ（２） 日本文学研究Ⅴ（２）

日本語学Ⅲ（２）日本思想研究Ⅱ（２）

現代社会系
科目群

比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ 比較文化論Ⅱ（2）

日本文化
専門演習
科目群

日本文化専
門演習 ３・４ ４ ８ 日本文化演習Ⅰ

（２）
日本文化演習Ⅱ

（２）
日本文化演習Ⅲ

（２）
日本文化演習Ⅳ

（２）
卒業論文・
卒業研究 ４ １ ８ 卒業論文・卒業研究（8）

共
通
科
目

外国語科目１群 １・２ ７ 14

BASIC 
LISTENING
（２）

NEWS 
LISTENING
（２）

SPEAKING 
PRACTICE
（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

18 36

BASIC 
READING
（２）

READING & 
WRITING
（２）

INTENSIVE READING ＆WRITING（２）

情報技術科目群 1・2・3・4 ２ ４ 情報リテラシー
（２）

表計算ツールと
データ分析（２）

日本語表現法科目群 1・2・3・4 １ ２ 日本語表現法１科目（２）＊

特別総合科目群

1・2・3・4 ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 1・2・3・4 ２ ４ 日本国憲法（２）

人間・環境系科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

多文化学際科目群 1・2・3・4 １ ２ １科目（２）

自
由
選
択
科
目

伝統文化演習Ⅰ
（書道）（２）

スポーツ・
健康科学
演習Ⅰ（２）

32
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12

＊教職課程履修者は、「日本語表現法Ⅲ」を履修すること。「中国文学論Ⅰ」および「中国文学論Ⅱ」は、
　隔年開講のため計画的に履修すること。 － 設置等の趣旨（資料） － 40 －



【日本文化学科 芸術文化・アートマネジメントコース履修計画モデル】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目 単位 科目単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16 ８科目（16）

日本文化専
門科目群

民俗･歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

13科目（26）
以下の科目から13科目以上履修し26単位以上修得すること。

２年次・３年次の各学期で、３科目もしくは４科目程度履修することが望ましい。

・文学・芸術・思想系科目群
形象文化論Ⅰ～Ⅵ　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ　　　日本思想研究Ⅰ～Ⅵ

・民俗・歴史系科目群
歴史資料論Ⅰ～Ⅳ

・現代社会系科目群
現代文化論Ⅰ～Ⅶ　　　メディア論

・指定された他学科専門科目
マーケティング　　経営学Ⅰ・Ⅱ　　比較音楽論Ⅰ・Ⅱ　　文化遺産学　　日本文化発信英語Ⅰ・Ⅱ

文学・芸術
･思想系科
目群

現代社会系
科目群

指定された
他学科専門
科目

比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ 比較文化論Ⅲ（２）比較文化論Ⅹ（２）

日本文化
専門演習
科目群

日本文化専
門演習 ３・４ ４ ８ 日本文化演習Ⅰ（２）日本文化演習Ⅱ（２）日本文化演習Ⅲ（２）日本文化演習Ⅳ（２）

卒業論文・
卒業研究 ４ １ ８ 卒業論文・卒業研究（８）

共
通
科
目

外国語科目１群 １・２ ７ 14

BASIC
LISTENING
（２）

NEWS 
LISTENING
（２）

SPEAKING 
PRACTICE
（２）

SPEAKING 
SKILLS（２）

18 36

BASIC 
READING
（２）

READING & 
WRITING
（２）

INTENSIVE READING ＆WRITING（２）

情報技術科目群 1・2・3・4 ２ ４ 情報リテラシー
（２）

表計算ツールと
データ分析（２）

日本語表現法科目群 1・2・3・4 １ ２ 日本語表現法１科目（２）

特別総合科目群

1・2・3・4 ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 1・2・3・4 ２ ４ ２科目（４）

多文化学際科目群 1・2・3・4 １ ２ １科目（２）

自
由
選
択
科
目

32単位以上

32
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12

－ 設置等の趣旨（資料） － 41 －



【日本文化学科　現代文化コース履修計画モデル】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科

目
数

単
位
数春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目 単位 科目単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

日本文化基礎演習科目群 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

30 66

日本文化基礎科目群 １・２ ８ 16 ８科目（16）

日本文化専
門科目群

民俗･歴史
系科目群

（１）・２・３・４ 13 26

13科目（26）
以下の科目から13科目以上履修し26単位以上修得すること。

2年次・3年次の各学期で、3科目もしくは4科目程度履修することが望ましい。

・現代社会系科目群
全科目

・文学・芸術・思想系科目群
形象文化論Ⅰ～Ⅵ　　　身体文化論Ⅰ・Ⅱ

・民俗・歴史系科目群
民俗文化論Ⅲ・Ⅳ　　　日本生活文化論Ⅳ

・指定された他学科専門科目
マスコミュニケーション論Ⅰ～Ⅲ

文学・芸術
･思想系科
目群

現代社会系
科目群

指定された
他学科専門
科目

比較文化研究科目群 ３・４ １ ２ 1科目（２）比較文化論Ⅰ～Ⅹより１科目以上

日本文化
専門演習
科目群

日本文化専
門演習 ３・４ 4 8 日本文化演習Ⅰ（２）日本文化演習Ⅱ（２）日本文化演習Ⅲ（２）日本文化演習Ⅳ（２）

卒業論文・
卒業研究 ４ 1 8 卒業論文・卒業研究（８）

共
通
科
目

外国語科目１群 １・２ 7 14

BASIC 
LISTENING
（２）

NEWS 
LISTENING
（２）

SPEAKING 
PRACTICE
（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

18 36

BASIC 
READING
（２）

READING & 
WRITING
（２）

INTENSIVE READING ＆WRITING（２）

情報技術科目群 １・２・３・４ 2 4 情報リテラシー
（２）

表計算ツールと
データ分析（２）

日本語表現法科目群 １・２・３・４ 1 2 日本語表現法１科目（２）

特別総合科目群

１・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群

国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）

多文化学際科目群 １・２・３・４ １ ２ １科目（２）

自
由
選
択
科
目

32単位以上

32
単
位
以
上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134
単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12

－ 設置等の趣旨（資料） － 42 －



カリキュラムマップ

学びの深まり

【※】 3 年生から4 つのコースに分かれます。 登録するコースごとに定められた専門科目の中から13 科目以上を選択して履修します。

日本について理解するため
の幅広い学びを基礎に、本
当に探求したいテーマを見
つけます。

1年次 2年次 3年次 4年次

日本文化学科
専門科目

1・2年次には異なる教員

の指導のもとで学び、3年

次以降は選択したコース

に分かれ、3・4年次とも同

じ教員の専門演習を履修

し、卒業論文・卒業研究を

まとめます。

共通科目

諸学問の基礎を学び、幅

広い教養を身につけるとと

もに、様々な分野の専門

家・実務者による講義や指

導を受けることができます。

卒業論文・卒業研究

日本文化についての学識を深め、テーマを決めて研究を進める

大学で学ぶ意義を自覚する
PCや日本語表現の技能を習得する

国際文化交流に必要な語学力を習得する

日本文化を学ぶための基礎的な技能・知識を習得する

日本文化を理解するための基礎知識を学ぶ

● 日本文化基礎演習Ⅰ・Ⅱ

● 日本文化基礎科目群 ● 比較文化研究科目群

●特別総合科目群　● 国際文化交流論科目群　● 共通基礎科目群　● 人間・環境系科目群　● スポーツ・健康科学演習科目群
●伝統文化演習科目群　● 国際文化交流演習科目群　● 生活文化演習科目群　● 社会演習科目群 ● 多文化学際科目群

● 日本文化基礎演習Ⅲ(・Ⅳ） ● 日本文化演習Ⅰ・Ⅱ

● 外国語科目1群（英語）

●情報リテラシー
●表計算ツールとデータ分析

● 日本語表現法 ● 外国語科目１群（英語）

● 外国語科目２群（英語以外の外国語）

● 日本文化演習Ⅲ・Ⅳ

● 民俗・歴史系科目群
● 文学・芸術・思想系科目群
● 現代社会系科目群

コース
登録制度
【※】 

民俗・歴史コース
日本語・日本文学コース
芸術文化・アートマネジメントコース
現代文化コース

● 卒業論文・卒業研究

－ 設置等の趣旨（資料） － 43 －



【国際コミュニケーション学科 国際関係コース履修計画モデル】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 合計

総単
位数

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期
目
数

単
位
数科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

基
礎
科
目
群

国際コミュニケーション基礎演習科目群 １・２ ４ ８ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）基礎演習Ⅳ（２）

14 28

72

国際関係基礎科目群
１・２・３・４ ８ 16 ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４）地域文化系基礎科目群

英語圏文化基礎科目群

発
展
科
目
群

英語演習基礎科目群 ２ ２ ４ 英語演習Ⅰ（２）英語演習Ⅱ（２）
国際関係専門科目群

２・３・４
12 24

３科目（６）※ ３科目（６）※ ２科目（４）※ ２科目（４）※ ２科目（４）※

19 44

地域文化系専門科目群

英語圏文化専門科目群

指定された他学科専門科目 １・２・３・４

外国語演習専門科目群 ３ ２ ４ 外国語演習Ⅰ（２）外国語演習Ⅱ（２）

国際コミュニ
ケーション

専門演習科目群

国際コミュニ
ケーション演習 ３・４ ４ ８ 演習Ⅰ（２） 演習Ⅱ（２） 演習Ⅲ（２） 演習Ⅳ（２）

卒業研究・
卒業論文 ４ １ ８ 卒業研究・卒業論文（８）

共
通
科
目

外国語科目1群 １・２ ７ 14

BASIC 
LISTENING
（２）

NEWS 
LISTENING
（２）

SPEAKING 
PRACTICE
（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

18 36 36

BASIC 
READING
（２）

READING & 
WRITING
（２）

INTENSIVE READING & WRITING（２）

情報技術科目群 １・２・３・４ ２ ４ 情報リテラシー
（２）

表計算ツールと
データ分析（２）

日本語表現法科目群 １・２・３・４ １ ２ 日本語表現法（２）
特別総合科目群

１・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群
共通基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）
人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）
多文化学際科目群 １・２・３・４ １ ２ １科目（２）

自
由
選
択
科
目

26単位以上
26
単位
以上

26
単位
以上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12

※【国際関係専門科目群】の全科目から８科目以上履修し計16単位以上修得すること。
また、【地域文化系専門科目群】の全科目、または【英語圏文化専門科目群】のうち「アメリ
カ文化論Ⅰ・Ⅱ」「イギリス文化論Ⅰ・Ⅱ」「オセアニア文化論」から４科目以上履修し計８単
位以上修得すること。

資料15

－ 設置等の趣旨（資料） － 44 －



【国際コミュニケーション学科　地域文化コース履修計画モデル】

区分 科目群名 配当年次　
　（学年）

必修 選択
1年次 2年次 3年次 4年次 合計

総単
位数

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

数

単
位
数科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

基
礎
科
目
群

国際コミュニケーション基礎演習科目群 １・２ ４ ８ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）基礎演習Ⅳ（２）

14 28

72

国際関係基礎科目群
１・２・３・４ ８ 16 ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４）地域文化系基礎科目群

英語圏文化基礎科目群

発
展
科
目
群

英語演習基礎科目群 ２ ２ ４ 英語演習Ⅰ（２）英語演習Ⅱ（２）

国際関係専門科目群

２・３・４
12 24

３科目（６）※ ３科目（６）※ ２科目（４）※ ２科目（４）※ ２科目（４）※

19 44

地域文化系専門科目群

英語圏文化専門科目群

指定された他学科専門科目 １・２・３・４

外国語演習専門科目群 ３ ２ ４ 外国語演習Ⅰ（２）外国語演習Ⅱ（２）

国際コミュニ
ケーション 
専門演習科目群

国際コミュニ
ケーション演習 ３・４ ４ ８ 演習Ⅰ（２） 演習Ⅱ（２） 演習Ⅲ（２） 演習Ⅳ（２）

卒業研究・
卒業論文 ４ １ ８ 卒業研究・卒業論文（８）

共
通
科
目

外国語科目1群 １・２ ７ 14

BASIC 
LISTENING
（２）

NEWS 
LISTENING
（２）

SPEAKING 
PRACTICE（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

18 36 36

BASIC 
READING
（２）

READING & 
WRITING
（２）

INTENSIVE READING & WRITING（２）

情報技術科目群 １・２・３・４ ２ ４ 情報リテラシー
（２）

表計算ツールと
データ分析（２）

日本語表現法科目群 １・２・３・４ １ ２ 日本語表現法（２）
特別総合科目群

１・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群
共通基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）
人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）
多文化学際科目群 １・２・３・４ １ ２ １科目（２）

自
由
選
択
科
目

26単位以上
26
単位
以上

26
単位
以上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12

※ 【地域文化系専門科目群】の全科目、または【英語圏文化専門科目群】の全科目から８科目
以上履修し計16単位以上修得すること。
また、【国際関係専門科目群】の全科目、または【指定された他学科専門科目】のうち「日本
文化政策論Ⅰ・Ⅱ」「比較文化論Ⅰ～Ⅶ・Ⅹ」から４科目以上履修し計８単位以上修得すること。

－ 設置等の趣旨（資料） － 45 －



【国際コミュニケーション学科 英語圏文化コース履修計画モデル 】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
1年次 2年次 3年次 4年次 合計

総単
位数

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期
目
数

単
位
数科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

基
礎
科
目
群

国際コミュニケーション基礎演習科目群 １・２ ４ ８ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）基礎演習Ⅳ（２）

14 28

72

国際関係基礎科目群
１・２・３・４ ８ 16 ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４）地域文化系基礎科目群

英語圏文化基礎科目群

発
展
科
目
群

英語演習基礎科目群 ２ ２ ４ 英語演習Ⅰ（２）英語演習Ⅱ（２）
国際関係専門科目群

２・３・４
12 24

３科目（６）
※下記参照

３科目（６）
※下記参照

２科目（４）
※下記参照

２科目（４）
※下記参照

２科目（４）
※下記参照

19 44

地域文化系専門科目群
英語圏文化専門科目群
指定された他学科専門科目 １・２・３・４

外国語演習専門科目群 ３ ２ ４
外国語演習Ⅰ 
（英語圏文化）

（２）

外国語演習Ⅱ
（英語圏文化）

（２）

国際コミュニ
ケーション 
専門演習科目群

国際コミュニ
ケーション演習 ３・４ ４ ８ 演習Ⅰ（２） 演習Ⅱ（２） 演習Ⅲ（２） 演習Ⅳ（２）

卒業研究・
卒業論文 ４ １ ８ 卒業研究・卒業論文（８）

共
通
科
目

外国語科目1群 １・２ ７ 14

BASIC 
LISTENING
（２）

NEWS 
LISTENING
（２）

SPEAKING 
PRACTICE
（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

18 36 36

BASIC 
READING
（２）

READING & 
WRITING
（２）

INTENSIVE READING & WRITING
（２）

情報技術科目群 １・２・３・４ ２ ４ 情報リテラシー
（２）

表計算ツールと
データ分析（２）

日本語表現法科目群 １・２・３・４ １ ２ 日本語表現法（２）
特別総合科目群

１・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群
共通基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）
人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）
多文化学際科目群 １・２・３・４ １ ２ １科目（２）

自
由
選
択
科
目

26単位以上
26
単位
以上

26
単位
以上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ９～ 12 ９～ 12 ４～６ ２～３ 134単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 ～ 24 18 ～ 24 ８～ 12 10 ～ 12

※【英語圏文化専門科目群】から①～③の要件をすべて満たして６科目以上履修し計12単位以上修得すること。
①英語学Ⅲ・Ⅳ、日本文化発信英語Ⅰ・Ⅱから２科目以上履修し計４単位以上修得すること
②アメリカ文化論Ⅰ・Ⅱ、イギリス文化論Ⅰ・Ⅱから２科目以上履修し計４単位以上修得すること
③アメリカ文学論、アメリカ文学研究、イギリス文学論、イギリス文学研究から２科目以上履修し計４単位以上修得すること
さらに、【英語圏文化専門科目群】のうち①②③として単位を修得していない科目から６科目以上履修し計12単位以上修得すること。

－ 設置等の趣旨（資料） － 46 －



【国際コミュニケーション学科　ジェネラルコース履修計画モデル】

区分 科目群名 配当年次
（学年）

必修 選択
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 合計

総単
位数

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期
目
数

単
位
数科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

基
礎
科
目
群

国際コミュニケーション基礎演習科目群 １・２ ４ ８ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）基礎演習Ⅳ（２）

14 28

72

国際関係基礎科目群
１・２・３・４ ８ 16 ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４）地域文化系基礎科目群

英語圏文化基礎科目群

発
展
科
目
群

英語演習基礎科目群 ２ ２ ４ 英語演習Ⅰ（２）英語演習Ⅱ（２）
国際関係専門科目群

２・３・４
18 36 ３科目（６） ３科目（６） ４科目（８） ４科目（８） ４科目（８）

22 44
地域文化系専門科目群
英語圏文化専門科目群
指定された他学科専門科目 １・２・３・４
外国語演習専門科目群 ３ ４ ８ 外国語演習Ⅰ（２）外国語演習Ⅱ（２）外国語演習Ⅰ（２）外国語演習Ⅱ（２）

共
通
科
目

外国語科目1群 １・２ ７ 14

BASIC 
LISTENING
（２）

NEWS 
LISTENING
（２）

SPEAKING 
PRACTICE
（２）

SPEAKING 
SKILLS
（２）

18 36 36

BASIC 
READING
（２）

READING & 
WRITING
（２）

INTENSIVE READING & WRITING（２）

情報技術科目群 １・２・３・４ ２ ４ 情報リテラシー
（２）

表計算ツールと
データ分析（２）

日本語表現法科目群 １・２・３・４ １ ２ 日本語表現法（２）
特別総合科目群

１・２・３・４ ３ ６ ３科目（６）国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群
共通基礎科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）
人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目（４）
多文化学際科目群 １・２・３・４ １ ２ １科目（２）

自
由
選
択
科
目

26単位以上
26
単位
以上

26
単位
以上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ４～６ ４～６ 134単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 ８～ 12 ８～ 12

－ 設置等の趣旨（資料） － 47 －



カリキュラムマップ

学びの深まり

【※1】 3年生から4つのコースに分かれます。登録するコースごとに定められた専門科目の中から12科目以上を選択して履修します。

【※2】 ジェネラルコースは国際コミュニケーション演習と卒業論文・卒業研究を履修せずに、他のコースより8 科目多く履修します。

国際社会を理解するための
幅広い学びを基礎に、本当
に探求したいテーマを見つ
けます。

1年次 2年次 3年次 4年次

国際
コミュニケーション
学科専門科目

1・2年次には異なる教員の

指導のもとで学び、3年次以

降は選択したコースに分か

れ、3・4年次とも同じ教員の

専門演習を履修し、卒業論

文・卒業研究をまとめます。

共通科目

諸学問の基礎を学び、幅広い

教養を身につけるとともに、

様々な分野の専門家・実務者

による講義や指導を受けること

ができます。

卒業論文・卒業研究

研究課題を決めて主体的に研究を進め、
グローバルな視点から世界と日本をつなぐ

大学で学ぶ意義を自覚する
PCや日本語表現の技能を習得する
国際文化交流に必要な語学力を習得する
多角的な視点から国際社会を理解するための
基礎的な技能・知識を習得する

幅広い学びを通して、本当に探求したいテーマを見つける

● 国際コミュニケーション
基礎演習Ⅰ・Ⅱ

● 国際関係基礎科目群　● 地域文化系基礎科目群
● 英語圏文化基礎科目群

●特別総合科目群　● 国際文化交流論科目群　● 共通基礎科目群　● 人間・環境系科目群　● スポーツ・健康科学演習科目群
●伝統文化演習科目群　● 国際文化交流演習科目群　● 生活文化演習科目群　● 社会演習科目群 ● 多文化学際科目群

● 国際コミュニケーション
基礎演習Ⅲ・Ⅳ

● 国際コミュニケーション
演習Ⅰ・Ⅱ

●外国語演習Ⅰ・Ⅱ ● 卒業論文・卒業研究● 英語演習Ⅰ・Ⅱ

●外国語科目1群（英語）

● 日本語表現法 ●外国語科目１群（英語）

●外国語科目２群（英語以外の外国語）

● 国際コミュニケーション
演習Ⅲ・Ⅳ

● 国際関係専門科目群
●地域文化系専門科目群
● 英語圏文化専門科目群

コース
登録制度
【※1】 

国際関係コース
地域文化コース
英語圏文化コース
ジェネラルコース【※2】

●情報リテラシー
●表計算ツールとデータ分析

－ 設置等の趣旨（資料） － 48 －



【英語コミュニケーション学科 履修計画モデル】

区分 科目群名
配当年次 必修 選択

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 科
目
数

単
位
数春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

学年 科目 単位 科目 単位 授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数）授業科目（単位数） 合計

必
修
・
必
修
選
択
科
目

専
門
科
目

英語コミュニ
ケーション学科
 基礎演習科目群

基礎演習 １・２ ３ ６ 基礎演習Ⅰ（２）基礎演習Ⅱ（２）基礎演習Ⅲ（２）

35
（38）
※
90

Cultural Exchange ２ １ ２ Cultural ExchangeB（２）
海外研修 ２ １ 16 海外研修B（16）

英語コミュニケーション英
語演習基礎科目群 １・２ 10 20 １ ２

TOEIC Basics
（２）

TOEIC Skills
（２）

Academic 
Writing A
（２）

Presentations 
A

（２）
Paragraph Writing

（２）
Essay Writing
（２）

Listening 
PracticeA
（２）

Listening 
SkillsA
（２）

Writing Practice
（２）

Writing Skills
（２） １科目（２）

国際コミュニケーション学科・国際関係基礎科目群
１・２・３・４ ４ ８ １科目（２） ２科目（４） １科目（２）国際コミュニケーション学科・地域文化系基礎科目群

国際コミュニケーション学科・英語圏文化基礎科目群
国際コミュニケーション学科・国際関係専門科目群

２・３・４ ４ ８ ２科目（４） １科目（２） １科目（２）国際コミュニケーション学科・地域文化系専門科目群
国際コミュニケーション学科・英語圏文化専門科目群
英語コミュニケーション英語演習専門科目群 ３ ４ ８ ２科目（４） ２科目（４）
英語コミュニケーション 専門演習科目群  特殊演習 ３ ２ ４ １科目（２） １科目（２）

①
 英語コミュニ
ケーション

専門演習科目群

 英語コミュニ
ケーション演習 ３・４ ４ ８ 演習Ⅰ（２） 演習Ⅱ（２） 演習Ⅲ（２） 演習Ⅳ（２）
卒業研究・卒業論文 ４ １ ８ 卒業研究・論文（８）

②

英語コミュニケーション英語演習専門科目群 ３・４ ２ ４ １科目（２） １科目（２）英語コミュニケーション 専門演習科目群 特殊演習
特別総合科目群

１・２・３・４ ６ 12 ２科目（４） ２科目（４） ２科目（４）

国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群
共通基礎科目群
人間・環境系科目群
多文化学際科目群

共
通
科
目

外国語科目1群 １・２ ７ 14

BASIC LISTENING
（２）

NEWS LISTENING
（２）

INTENSIVE READING
& WRITING A（２）

19 38

BASIC READING
（２）

READING & WRITING
（２）

SPEAKING PRACTICE
（２）

SPEAKING SKILLS
（２）

情報技術科目群 １・２・３・４ ２ ４ 情報リテラシー
（２）

表計算ツールとデータ分析
（２）

日本語表現法科目群 １・２・３・４ １ ２ 日本語表現法Ⅰ（２）
特別総合科目群

１・２・３・４ ３ ６ ３科目　（６）国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群

共通基礎科目群 １・２・３・４ ３ ６ ３科目　（６）
人間・環境系科目群 １・２・３・４ ２ ４ ２科目　（４）
多文化学際科目群 １・２・３・４ １ ２ １科目　（２）

自
由
選
択
科
目

３科目（６） 3
以上

6
以上

授業科目数（目安） 10 ～ 12 10 ～ 12 10 ～ 12 ２ ８～ 12 10 ～ 12 ３～６ ３～６ 134単位
以上修得単位数（目安） 20 ～ 24 20 ～ 24 20 ～ 24 18 20 ～ 24 20 ～ 24 ６～ 12 12 ～ 18

※ 合計科目数欄のカッコ書きは②専門演習を選択しないコースの学生の場合。

※
海外研修中は、
本学の授業の
履修不可。

※
留学クラス分
けによって、
海外研修を春
学期に行うか、
秋学期に行う
かが変わる。

海外研修を２
年次の春学期
に行う場合、
左記の科目を
秋学期に履修
すること。

資料16

－ 設置等の趣旨（資料） － 49 －



半年間、海外の大学で授業を受ける

卒業論文・卒業研究

カリキュラムマップ

学びの深まり

【※1】 英語コミュニケーション学科ではコース登録は行いません。
【※2】 国際コミュニケーション学科で開講されている専門科目を、基礎科目群・専門科目群それぞれについて4科目ずつ、計8科目履修します。

1・2年次には少人数クラス
で基礎を徹底的に学ぶと
ともに、2年次の留学に備
えたトレーニングを行いま
す。3・4年次には、より高
度な授業で英語力を磨くと
ともに、選択した学問領域
の専門知識を深めます。

徹底した英語学習に加え、
国際社会についても学びを
深めていきます。

1年次 2年次 3年次 4年次

英語
コミュニケーション
学科専門科目【※1】

共通科目

諸学問の基礎を学び、幅広い

教養を身につけるとともに、

様々な分野の専門家・実務者

による講義や指導を受けること

ができます。

大学で学ぶ意義を自覚する
PCや日本語表現の技能を習得する

● 英語コミュニケーション
基礎演習Ⅰ・Ⅱ

● 英語コミュニケーション
英語演習基礎科目群

●国際関係基礎科目群／地域文化系基礎科目群／
英語圏文化基礎科目群【※2】

●国際関係専門科目群／地域文化系専門科目群／
英語圏文化専門科目群【※2】

● 英語コミュニケーション
基礎演習Ⅲ・Ⅳ

● 英語コミュニケーション
英語演習基礎科目群

● 海外研修／
Cultural Exchange

● 英語コミュニケーション
演習Ⅰ・Ⅱ

● 英語コミュニケーション
英語演習専門科目群

● 英語コミュニケーション
特殊演習

● 卒業論文・卒業研究

●外国語科目1群（英語）

● 日本語表現法 ●外国語科目１群（英語）

● 英語コミュニケーション
演習Ⅲ・Ⅳ

英語や国際文化交流についての学識を深め、テーマを決めて研究を進める

英語コミュニケーションの力を伸ばす

「読む」「書く」「聞く」「話す」という英語の4技能を徹底的にトレーニングする

●情報リテラシー
●表計算ツールとデータ分析

●特別総合科目群　● 国際文化交流論科目群　● 共通基礎科目群　● 人間・環境系科目群　● スポーツ・健康科学演習科目群
●伝統文化演習科目群　● 国際文化交流演習科目群　● 生活文化演習科目群　● 社会演習科目群◆ ● 多文化学際科目群

－ 設置等の趣旨（資料） － 50 －



３年次編入学者用

日本文化学科３年次に編入学した学生は、次の履修方法一覧（A－８表）に従い、合計134単位以上を修得し

なければならない。ただし他学校で修得した単位のうち、66単位を認定する。なお、教職課程科目に関して

は、66単位のうちから認定することがある。

A ‒ 8 表：日本文化学科履修方法一覧

区　分 科　目　群　名
認　定 必　修 必修選択 合　計

科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位

必

修

・

必

修

選

択

科

目

専

門

科

目

日本文化基礎演習科目群 ３ ６
11 22

日本文化基礎科目群 ２ ４ ６ 12

日本文化専門科目群

民俗・歴史系科目群
文学・芸術・思想系科目群
現代社会系科目群 ３ ６ 10 20

19 44指定された他学科専門科目

比較文化研究科目群＊ １ ２

日本文化専門演習科目群
日本文化演習 ４ ８

卒業研究・卒業論文 １ ８

共

通

科

目

外国語科目１群 ５ 10 ２ ４

17 34

情報技術科目群 ２ ４

日本語表現法科目群 １ ２

特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群 ２ ４ ５ 10
共通基礎科目群

人間・環境系科目群

自
由
選
択
科
目

共

通

科

目

外国語科目２群
スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群
生活文化演習科目群
社会演習科目群
多文化学際科目群
共通科目の必修・必修選択科目として必要な
34単位を超える共通科目

15 30 17 34
専
門
他

専門科目として必要な66単位を超える日本文
化学科の専門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目
データサイエンス教育プログラム専門科目

そ
の
他

その他、他大学・他学部等の授業科目等を一定

の範囲内で認定

修　得　単　位　数 総計134単位以上
＊ 日本語・日本文学コースの学生は比較文化論Ⅱ（文学）を必修とする。
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３年次編入学者用

　国際コミュニケーション学科３年次に編入学した学生は、次の履修方法一覧（Ｂ－８表）に従い、合計134単位

以上を修得しなければならない。ただし他学校で修得した単位のうち、66単位を認定する。なお、教職課程科

目に関しては、66単位のうちから認定することがある。

Ｂ - 8 表：国際コミュニケーション学科履修方法一覧（括弧内はジェネラルコース）

区　分 科　目　群　名
認　定 必　修 必修選択 合　計

科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位 科目数 単位

必

修

・

必

修

選

択

科

目

専

門

科

目

基
礎
科
目
群

国際コミュニケーション基礎演習科目群 4 8

14 28
国際関係基礎科目群
地域文化系基礎科目群
英語圏文化基礎科目群

2 4 6 12

英語演習基礎科目群 2 4

発

展

科

目

群

国際関係専門科目群

地域文化系専門科目群

英語圏文化専門科目群
12
（18）

24
（36）

19
（22） 44

指定された他学科専門科目

外国語演習専門科目群 2
（4）

4
（8）

国際コミュニケーション
専門演習科目群

国際コミュニケーション
演習

4
（0）

8
（0）

卒業研究・卒業論文 1
（0）

8
（0）

共

通

科

目

外国語科目１群 6 12 1 2

16 32

情報技術科目群
特別総合科目群
国際文化交流論科目群
国際文化交流演習科目群

2 4 3 6

共通基礎科目群 1 2 1 2
人間・環境系科目群 1 2 1 2

自

由

選

択

科

目

共

通

科

目

外国語科目２群

スポーツ・健康科学演習科目群

伝統文化演習科目群

生活文化演習科目群

社会演習科目群

多文化学際科目群

共通科目の必修・必修選択科目として必要な32

単位を超える共通科目

15 30 15 30

専
門
他

専門科目として必要な72単位を超える国際コ
ミュニケーション学科の専門科目
日本文化学科の専門科目
英語コミュニケーション学科の専門科目
データサイエンス教育プログラム専門科目

そ
の
他

その他、他大学・他学部等の授業科目等を一定

の範囲内で認定

修　得　単　位　数 総計134単位以上
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1（書類等の題名） 

 

学習院大学 国際文化交流学部「設置の趣旨等を記載した書類」添付資料 

【資料 19】61～75ページ  

 

2（出典） 

 

カナダ・レスブリッジ大学 International Office 

台湾・実践大学 Office of International Affairs 

 

3（引用範囲） 

 

海外研修受入に係る承諾書・協定書及び当該大学との調整状況を示すメール 

 

4（その他の説明） 

 

特になし。 

 

  



海外短期研修参加者 
─

50
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令和 5 年 11 月 

1 年生の皆さんへ 

学長 大桃敏行 

学習院大学との統合計画に関して 

（承諾書提出に関する説明会の開催） 

標題の件について、下記の通り、説明会を開催いたします。学長より、統合にあたって改め

てお願いを申し上げ、併せて承諾書の提出に必要な書類の配付も行いますので、昼休みの

時間に恐縮ですが、必ずいずれかの回にご出席くださいますようお願いいたします。 

記 

日程 令和 5 年 11 月 20 日（月） 12 時 20 分より 12 時 40 分 

令和 5 年 11 月 22 日（水） 12 時 20 分より 12 時 40 分 

令和 5 年 11 月 24 日（金） 12 時 20 分より 12 時 40 分 

場所 2 号館地階 やわらぎホール 

問合せ先： 

03-3203-1906

以上 
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令和 5 年 11 月 

学生の皆さんへ 

学長 大桃敏行 

学習院女子大学と学習院大学との統合計画に伴う「転学」に関してのお願い 

本学は、令和 8 年 4 月を最短の目標として学習院大学との統合を計画し、現在文部科学省

に相談をしながら、その準備を進めています。この計画では、現在の国際文化交流学部は、

そのまま学習院大学に新設される国際文化交流学部になる予定です。この統合によって、本

学が開学以来培ってきたものをより深化、発展させるとともに、その成果を本学の中だけにとど

めるのではなく学習院大学にも広げることによって、未来を担っていく人を育成していきたいと

考えています。 

学生の皆さんからは、これまでに開催してきた説明会等を通じて、大学が統合することで授

業等がどのようになるのか、就職活動等において不利なことにならないのか、というような質問

が届いています。これらについては、大学が統合しても、学科構成やカリキュラム、授業を担当

する教員が変わることはなく（各教員の個人的な事情による場合は除きます）、卒業に必要な

授業は戸山のキャンパスで履修できるようにし、就職活動に関しては、活動が始まる 3 年生の

段階から、学習院大学と連携して十分なサポートをいたしますので、いずれも安心していただ

ければと思います。 

そのうえで、皆さんにお願いがあります。統合するにあたっては、在籍する学生の皆さんに、

学習院大学への「転学」をご承諾いただく必要があります。全員が一斉に転学することによっ

て、切れ目なく現在の教育を継続することを可能にするためです。保証人の皆様にも、別途に

お便りを差し上げて、転学についてのご理解をお願いしておりますので、ご家族ともお話し合

いの上、転学承諾書の提出をお願いします。 

皆さんは、計画通りに進めば、新生学習院大学の第 1 期の卒業生になります。統合後の学

習院大学では、上に示しましたように本学のこれまでの教育を継承し、発展させていく所存で

す。また、皆さんは他の学部の学生や卒業生の方々とも種々の活動を通じてより広い交流の

機会を持つことができるものと思います。どうぞ、この統合をより多彩な選択肢を享受できるチ

ャンスとして捉えていただき、転学へのご理解をいただければ幸いです。 

以上 

問合せ先 

学習院女子大学 03-3203-1906 
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令和 5 年 11 月 6 日 

保証人の皆様 

学習院女子大学 

学長 大桃 敏行 

謹啓 菊花の候 皆様におかれましては ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素より、

本学の教育研究にご理解賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、既に本学及び本学を置く学校法人学習院のホームページでも公表し、また、7 月に開催し

ました説明会においてお話したことになりますが、本学が学習院大学と統合して、学習院大学国際

文化交流学部として新たなスタートを切る計画について、あらためて、書面にてご説明申し上げま

すと共に、「転学」に関する今後の手続きについて、ご理解を賜りたくお便りする次第です。 

学校法人学習院は、同法人内にある本学と学習院大学とを統合することとし、次の通り計画して

おります。 

１. 統合の時期は、令和 8 年 4 月を最短の目標として、計画の準備を進めています。

２. 計画では、本学の国際文化交流学部が、そのまま学習院大学で新設される国際文化交流

学部になります。

３. 本学の学科構成やカリキュラムは、統合後も原則として現状のまま維持する予定です。

４. 統合の時点で本学に在籍する学生は、学習院大学に転学していただき、学習院大学の学生

となっていただく計画です。

この計画において、もっとも重視すべき事項は、本学在学の学生の教育環境が従来通り卒業ま

で維持されることにあります。文部科学省からも、この点においては、強く求められているところであ

ります。そのため、教育上・学校運営上の混乱がより少ない方法として、在学生の皆様が一斉に学

習院大学の学生になっていただくこと、言い換えれば、在学生全員に転学を承諾していただくこと

が、この計画を実施する上で最善の方法であると選択した次第です。 

つきましては、統合計画予定年の令和 8 年 4 月時点で 4 年生として在籍予定の現在１年生とし

て在籍している学生の皆様には、今月中に開催します「承諾書の提出に関する説明会（仮称）」に

ご出席いただき、そこでの学長からの説明をお聞きいただいたうえで、「転学承諾書」をご提出いた

だく予定としておりますので、ご了承いただければと存じます。 

 本学としましては、本学の教育が、新たな形で継承され、発展していくことを期待しながら、この計

画を推進していく所存でありますが、その過程においても、教職員一同が在学生への教育に対す

る不断の努力を続けると共に学生生活の向上も継続して図っていくことを誓います。何卒、この度

の計画へのご理解を賜り、「転学」に対しましても、ご了承くださいますようお願い申し上げます。 

末文となりますが、保証人の皆様のご多幸を心より祈念しております。  

謹白 

問合せ先 

学習院女子大学 03-3203-1906 
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転学承諾書の提出にあたってのお願い 

学習院女子大学 

１. 転学承諾書の書式は、１１月に開催する説明会会場で配付する他、G-Port キャビネットに

収納していますので、印刷して使用いただいても構いません。また、７号館１階の事務室

でも配付しています。

2. 記入上のご注意

（1）必ず、学生本人が自署してください。

（２）フリクションインクを使用している筆記具は使用しないでください。

３． 提出先は、7 号館 2 階学長秘書室です。 

（1）受付時間は 9 時から 16 時半（11 時半から 12 時半を除く）

（2）学長秘書より、受取りの受領書をお渡しします。

４． 提出期限は、令和 5 年 12 月 22 日（金）とします。 

期限までに提出が難しい方は、下の連絡先にご連絡をお願いします。 

５． 事前相談会の開催 

承諾書の提出にあたって、皆さんの疑問にお答えする事前相談会を次の通り開催いた

します。 学長が、皆さんの質問に直接お答えしますので、お一人でも複数名でも遠慮

なく相談にいらしてください。 

【日時】 第１回目  令和 5 年 12 月 8 日（金） 10 時から 15 時 

第２回目 令和 5 年 12 月 14 日（木） 13 時 30 分から 17 時 

第３回目  令和 5 年 12 月 18 日（月） 10 時から 12 時 

第４回目  令和 5 年 12 月 18 日（月） 15 時から 17 時 

【場所】 学長室（７号館２階） 

※予約は不要です。但し、質問者が重なった場合は、お待ちいただく場合があります。

６． 問合せ先及び連絡先 

電話 03-3203-1903 

メール gwc-off@gakushuin.ac.jp

以上 
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